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ウィッチの行方 一一一十七世紀英国 ｢ウィッチ｣劇考 (Ⅱ)1

佐 木々 和 真一

TheWhereaboutsoftheWitch:

AStudyofEnglishWitchPlaysinthe,17thCentury(II);

KazukiSASAKI

abstractt

In､thelfollowiingpaperwewillexaminecloselyrelatedthreeWitchplays,thatis,W.Shakespeare's

Macbeth(1606),T･Middleton'sTheWitch(1615-6)去nd･W･D'Avenant'sadapt▲ationofMacbeth(1.664)･
Comparingtheseplaysfromtheviewpointofrepresentationsofwitchesandwitch-likewomen,Wecan

catchaglimpseofradicalchangesofwitchesduringthe17thcepturyEnglishstage.

Keyword:Witch,Macbeth,Shakespeare,Middleton,D'Avenant,

<序>

本稿ではウィリアム･シ二エイクスピアの 『マクベス』

(1606), トマス･ミドルトンの 『魔女』(1615-6), さ

らに内乱期を挟んでウィリアム.･ダヴェナントの改作

『マクベス』(1664)という相互に密接な関わりを持っ三

つの ｢ウィッチ｣劇を取り上げ,そこに登場す･るウィッ

チ表象及びウィッチ的な女性表象を比較対照してみたい｡

っまわ十七世紀初頭から中葉というタイムスパンの中で,

｢ウィッチ｣という表象が初期近代英国演劇のなかでど

のように変容したのか,その行方を捉えてみようという

のが,本稿の狙いとするところでーぁる.

<Ⅰ､.>
さて最初は 『マクベス』におけるウィッチおよびウィッ

チ的女性表象から見ていくことにする｡まず着目すべき

は,′この悲劇の少なくとも前半部における,マクベス夫

人と三人のウィッチたちとの間の顕著な琴似性だろう｡

例えば,一幕の構成に注目する･な~ら一ば,男たちが支配権

を握り安定した秩序を確立しようとする儀礼的場面 (二

場,四場,六場)と,､その権力構造にウィッチたちおよ

びマクベス夫人が介入を試みるプライベートな場面 (-

場,三場,五場,七場)が交互に出現することに気がつ

くはずであるoつまり-ゥィッチたちとマ.9ベス夫人は,

父権制に対抗する存在とLして,この劇の導入部ではいわ

げ補完的な機能を果たしているのだ｡さらにこうした機

能面だけでなく,マクベス夫人は劇前半では実際に本物

のウィッチのごとく振る舞う場面すらある｡ たとえば,

一帯五場で夫からの手紙を読んだマクベス夫人が,､邪悪

な ｢霊たち｣(spirits)に呼び叫 ナる有名な台詞を見て

みよう｡Lそこで彼女は･

...Cometomywoman'sbreast,

Andtakemymilkforgall,youmtlrd'ring･ministers

Whereverinyo.ursightlesssubstances

Youwaitonnature'smischief.(I.V.45-8)2

･･･この女の乳房に取りついて

甘い乳を苦い胆汁に変えておくれ｡人殺 しの手先,

目には見えないおまえたちは,

いたるところで自然に背く悪事に手を貸す｡

と誘いかける｡おそらく当時の観客は,このせりふから

彼女が呼びかけているのがウィッチの ｢使い魔｣(fa-
miliar､spirit)であると推測し,マクベス夫人とウィッ

チとq)類似性を強く意識したのではないだろうか｡とい

うのも,当時英国では,ウィッチは悪事にはよくその使

い魔を用い,ウィッチ･マ⊥クと呼ばれる乳首状の突起

から乳 (あるいは血)を使十魔たちに与えて養っている

と,一般に信じられていたからである｡ したがって,ウィッ

チかどうかを判別する際にはウィッチ･マークの有無が

決定的証拠とされており,時代は少し下るがチャールズ

朝で最も大規模なウィッチ騒動となった1630年代の有名
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な ｢ランカシャ･ウJ.ツチ裁判｣では･血液の循環論で

著名な王の侍医ウィリアム･ハーヴェイが中心となって,

50余名からなる医師団が結成され,ウィッチと目された

女性たちに実際にウィッチ ･マークがあるかどうか,徹

底的な身体検査が行なわれているはどなのだ｡3

だが,このようにウィッチとほとんど同一視できるよ

うな存在としてこの悲劇に登場したマクベス夫人は,し

かしながら,ウィ..ッチと呼ばれる所以であるところQ邪

悪さや夫への支配力を,劇の最後まで維持することは出

来ない｡一転 して影の薄い存在となり,夢遊病に悩まさ

れ,その死すら舞台裏で処理される劇後半のマクベス夫

人は,むしろ主としてこの悲劇に哀感を添える役を演じ

ているに過ぎないのである｡ところがこれとは対照的に,

父権制システムの周縁に棲んでその転覆を企てる本物の

ウィッチたちの方は,劇の終末までマクベスを支配 し続

けることになる｡ しかもマルコムの勝利によって,スコッ

トランドに平和と秩序が復活しても,それはマクベスと

いう脅威が除去されただけで,必ずしもウィッチたちの∫

脅威が消滅 したことを意味するわけではないのだ｡4っ

まり 『マクベス』という劇は,一方では自己主張の強い,

したがって父権制にとって危険な女性表象であるマクベ

ス夫人を,一旦ウィッチと同化させた上で劇からその影

響力を入念に排除しているのに対 し,より根本的な危機

をもたらす本物のウィッチには,最後まで手をつけてい

ないのである｡ したがって,この悲劇におけるウィッチ

自体の表象は,あくまでも神秘的なもの,そして畏怖す

べき (したがって触れることのできない)｢脅威｣ とし

て,設定されていると言えるだろう｡

ところが煩雑なことに,排除されるマクベス夫人と温

存される本物のウィッチたちの他に,この悲劇には実は

もうー種類のウィッチ表象が混入している｡つまり,≡

幕五場と四幕-場に登場するウィッチの長へカテ-であ
～

る｡混入というのは,これがおそらくオリジナル 『マク

ベス』を再演 (1610年頃 ?)する際の, トマス･ミドル

トンの加筆だろ･うという点で諸家の意見がほ.ぼ一致して

いるからだ｡だが,シェイクスピアの真筆ではないとは

いえ (あるいはそうだからこそ), この加筆はウィッチ

表象をめぐる極めて興味深い事例を提供 しているといえ

るだろう｡

たとえば三幕五場で,へカテ一握三人のウィッチたち

に対 し ｢怒 らずにいられるか,糞婆 ア?出過ぎた真似し

やがって｡｣(HaveInotreason,beldams,asyouare,/

Saucyandover-bold?)(2-3)と毒づきながら登場 し

てくるが,そのくだけた口調は神秘的なウィ､;チたちの

頭領というよりは,むしろ喜劇的キャラクターにふさわ

しいものだ｡さらにその退場は

Music,andsongE'Comeaway,comeaway',withinj

Hark,I,amcalled:mylittlespirit,see,

Sitsinafoggycloud,andstaysforme.lExit] (3415)

斉発と軌 奥からrおいで,おいでJという歌声
しっ! 呼んでいる｡私の小さな妖精が,はら,

雲に座って待っているよ. (へカテ一題場)

と.,なんと音楽付きでとなれば, ミドル トンがへカテ-

という登場人物を導入した主たる目的はほぼ推測が付 く

だろう｡さらに四幕-場でへカテーが再登場する箇所も

見てみよう｡

EnterHecate,andtheotherthreeWitches

Hecate:0welldone!Icommehdyourpains,

Andeveryoneshallsharei'th'gains;

Andnワwaboutthecauldronsing

Likeelvesandfairiesinaring,

Enchantingallthatyouputin.

Music,andasong,'Blackspirits,etc/

[ExeuntHecateandtheotherthlebwitches](39-43)

へカテと三^のクィッチ登場

へカテ:よしよし,上出来だ!ご苦労さん｡

儲けは山分けにしてやるよ｡

さあ今度は釜の回りで歌うんだ｡

妖精みたいに輪になって,

釜の中身に魔法をかけよう｡

斉発と款 r#い顔軌 云 o々

(へカテと鹿の慮女たち退場)

こ.こでもへカテーはどうやら ｢黒い妖精｣云々 (Black

spirits,etc)という歌を導入するためだけに再登場 した

と言えるようである｡ つまりオリジナル 『マクベス』の

ウィッチ表象にミドル トンが混入したのは, もっぱらこ

うしたスペクタキュラーな要素だったのだ｡

さてこの結果,唯一の権威ある 『マクベス』のテクス

トであるファースト･フォリオ (1623)では,最終的に

は無力化されるウィッチ的な女性表象と父権制に ｢脅威｣

を与え続ける恐るべき真のウィッチたちrというオリジナ

ルの設定た,さらに観客に楽しい ｢驚異｣を与える ｢歌

うウィ.ッチ｣(･?)が加わり∴都合三種類のウィッチが

並立するこ車になった｡ウィッチ表象内部に存在するこ

うした不連続は,おそらく,ジェイム不朝演劇に生 じた

観客の時好の変化,あるいは演劇の質の変容を表してい

ると言ってよいだろう｡ そして次節で扱う 『魔女』は,

ジェイムズ朝演劇のこうした変容を最もよく体現する劇
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作家 トマス ･ミドル トンの加筆が,も■し 『マクベス』す

べてに及んでいたらおそらくその延長線上に出現 したは

ずの,つまりはありうべきもうひとつの 『マクベス』な

のである｡

<Ⅱ>

『マクベス』と 『魔女』との蘭係は,おそ_らくある種

のパスティーシュとでも呼ぶべきものだろう｡パスティ

ーシュとは,オリジナルを滑稽化 して風刺の対象にする､

バーレスクとは異なり,オリジナルへ敬意を払いっつ,

それを凌 ぐ技を備えていることを誇示するために,オリ

ジナルの特徴を巧みに寄せ集めて新たな作品を構成する

技である｡『魔女』に 『マクベス』への自らの加筆部分

を取 り込み,その方向性を発展させる形で, しかもジ.ヤ

ンルを悲劇から悲喜劇に変換 してみせた ミドル トンは,

まさにパスティーシュという技法を自家薬篭中のものに

していると言 っていいだろう｡5それでは, このもうひ

一とつ､の 『マクベス』,いかにもジェイムズ朝的な｢ウィッ

チ｣.劇で,ミドルトンは｢ウィッ≠十をどのように表象

しているのだろうか｡

『マクベス卦と比べながら,まずこの劇のウィッチ的

な女性表象を検討 してみよう｡この ｢ウィッチ｣劇にも

また 『マクベス』同様,本当のウィッチの他に,ウィッ

チ的な,つまり父権制に対立する邪悪でしかも意志の強

い女性が二人登場す.る.ただしマクベス夫人との大きな

違いは,彼女らが徹底してセクシュアリティをめぐる言

説に絡めて表象されていること,そしてマクベス夫人の

ように劇の途中で無力化されず,結末でようや く排除

(あるいは無力化)されるまでその脅威を維持･し続ける

ことであろう｡例えば主筋に登場する公爵夫人は;夫の

侮辱に対する復讐のため,自らの体を餌にアル寺キルディ

ーズなる小者を誘惑して夫の殺害を依頼し,さうに次に

は

Thisfellowlivestoolongtafterthedeed.

Ⅰ'mwearyofhis･sight;hemustdiequickly

OrI'vesmallhopeofsafety. (ⅠV.i.45-7)6

こやつは殺しの後,長生きしすぎている｡

目にも飽きた｡さっさと死んでくれなくては,

この身が危ない.｡

と,アルマキルディーズをも抹殺するために,今度は自

らがウィッ~チのもと.へ出向くような強靭な意志を備えた

女性である｡ 自らのセクシュアリティを邪悪な用途に平

然として利用する彼女が,̀ ゥィッチの長へカテーか ら

｢愛娘 (Daughter)｣(V.ii.25)と呼ばれるのも,無理

はないだろう｡ _

また脇筋に登場するフランシスカは,欲望のままiこ召

使いと密会を重ねて私生児を出産 し,その事実を義妹の

イザベラに知 られるや,その夫であ､る兄アジト一二オに

Francisca:Ⅰfoundapparentsigns.

Antonio: Apparent,say'stthou?

Francisca:Ay,andofbaselusttoo….(ⅠⅠⅠ.ii.155-6)

フランシスカ:私,動かぬ証拠を見つけました｡

アント-ニオ:動かぬ,とな?

フランシスカ:ええ,しかも浅ましい欲望の･･･

と妻が不貞をはたらいていると密告 し,イザベラを陥れ

ることも辞さない｡.したがって,彼女はその放縦なセク

シュアリティと邪悪さが対になっていろという点では,

公爵夫人と相似形のウィッチ的な女性表象と言えるだろ

う｡

ちなみにセクシュアリティという視点からは, ミドル

トンがこうした性的逸脱で特徴付けられる邪悪な女性表

象に,性的に貞潔な新妻イザベラを意図的に対置 してい

る点も興味深い｡たとえば彼女のフランシスカに対する

｢もし夫を持てば ･･･義姉さん 子供を持づのは女に

とって,慰めでもあり,きっと大きな恵みでもあるのよ｡

(Ifyou'dahusband,…itisacomforttoawoman/

T'havechildren,sister,agreatblessingcertainly.)｣

(ⅠⅠ.i.89-92)という台詞など,ま.さに彼女が夫によって

管理されたセクシュアリティを疑いもなく受け入れてい

る,父権制にとって理想的な女性表象であることを示 し

ている｡そしてこうした女性を称揚する視点と,自己主

張の強いあるいは性的に危険な女性を ｢ウィッチ｣のレッ

テルを貼って排除する視点とが,この作品でいわばコイ

ンの表裏をなしていること峠いうまでもないだろう｡7

さ七,とれに対 しミドル トンの描 く ｢本物の｣ウィッ

チ表象の方はどうかといえば,こちらは 『マクベス』へ

の加筆からも予想が付 く､ように,父権制への ｢脅威｣は

極喝に薄められ,その見世物的特徴が大いに強調されて､

いる｡例えば 『魔女』主幕三場では,『マクベス』三幕

五場にミドル トンが加筆 した例の ｢おいで,.おいで｣の

歌が,へカテ-とウィッチたちとの掛け合いで約40行に

わたって歌われるのだが,その間に ｢猫のようなmい魔

のマルネンが下りて(る({Malkinjaspiritlikea,cat
descends)｣(50)と ト書 きにあるように,舞台上方か

ら猫が下りてきたり,｢マ/i,ヰンと一府に昇 る koiTlg

upBwithMalkinD｣(62) というト書 きに明 らかなよ
うに,今度はへカテーが猫と一緒に天に昇ったりと,第

二次黒僧座のウィンチなどの最新の設備を十分に生かし
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た,空中浮遊スペクタクルが展開されているのである｡

また五幕二場に登場 したへカテ-を長とするウィッチ

たちの一団は 『マクベス』四幕-場の ｢黒い妖精云々｣′

の歌を歌う他に,｢ここでウィ ッチたちばウィ･ツチ ･ダ

ンスをLLなが ら退場 (Heretheydancethewitches'

danceandexeuわt)｣(84)というト書きに明らかなよう

に,なんと踊りながら退場するのである｡ちなみにベン.･

ジョンソンがやはりウィッチ表象を登場させた宮廷仮面

劇 『女王達の仮面劇』(1608)のト書きによれば,｢ウィッ
チ ･ダンス｣とは

…doallthingescontrarytothecustomeofMen,

daunclng,backtoback,hiptohip,theirhandesjoyn'd,

andmakingtheircirclesbackward,tothelefthand,With

strangephantastiquemotionsoftheirheads,andbodyes.

(ll.347-50)8

･･･ 我々人間の習慣とは全て反対に,

背中と背中,お尻とお尻を合わせ,手をつなぎ,

左手へ向かって後ずさりしながら円を描き,

頭や体を奇妙にまた異様に動かす ′

踊りだそうである｡となれば,『魔女』でも, ウィッチ
たちの踊り1こおそらくいかなる振り付けがされ,それが

観客にどのような効果をもたらしたかは,ほぼ想像が付

くだろう｡

さてこうしてみてくると,『マクベス』と比較しての,
『魔女』におけるウィッチ表象の変容は以下の 2点に要

約できるものと思われる｡

1)ウィッチ的な女性表象は,『魔女』では性的逸脱を
前面に出しながらより人間化し,本物のウィッチ以上に

父権制にとってリアリティのある脅威となった｡

2)本物のウィッチは,『魔女』ではその脅威を薄め,

より一層のスペクタクル化への道をたどることになった｡

そして ｢性｣ (sexuality) と ｢見世物｣(spectacle)

という,ジェームズ朝演劇に新たに出現した二つの噂好

を巧みに取り入れる形で 『マクベス』を書き換えたこの

『魔女』め方向性が,続 く1620年代に ミドル トンが手が

ける 『女よ,女に気をつけろ』(1621)や 『チェンジリ

ング』(1621)といった,よごり深刻なかたちで女性のセ

クシュアリティを扱い,そこにスペクタクル的趣向をも

絡ませた秀作悲劇へ展開していくこと､はいうまでもない

だろう｡9

<Ⅲ>
さて,オリジナルの 『マクベス』から約半世紀経った

王政復古直後,ウィリアム･ダヴェナントが 『マクベス』

の改作を手がけている｡ ダヴェナントといえば,チャー

ルズ朝から王政復古までを生き延び, トマス･キリグル

ーとともに演劇の再興に力を尽くした劇作家 ･詩人だが,

この改作の評判は (テー トの 『リア王』ほどではないに

せよ)あまり芳 しくない.ただ本稿の視点から興味深い

のは,彼が 『マクベス』を改作する際に, ミドル トンの

加筆部分をいわば膨らませる方向性を目指 していること

だろう｡ そこでこの節では,ダヴェナントの改作のあり

ようを,･王政復古期のシェイクスピアの散文的改悪の例

として批判するのではなく,むしろそれを手がかりとし

て,｢ウィッチ｣という表象,そして演劇 というメディ

アが,内乱期を経てどのように変容 したのかを,■検討 し

てみたい｡

まずウィッチ自体の表象を見てみよう｡ ダヴェナント

の改作では, ミドル トンがオリジナルに付け加えた場面

が大幅に増補され,さらに歌や踊りの場面があらたに書

き加えられるなど∴ウィッチは一段とスペクタキュラー

全く新 しく設けた二幕五場では,ウィッチたちは,なん

とマクダフ夫妻にも会って,彼らに未来を予言するのだ

が,そのまえに

Chorus:WeshouldrejoycewhengoodKingsbleed.

WhenCattledyaboutwegoe

What.thenwhenMonarchsperishshouldwedoe

(45-7)ln

コーラス:書き王たちが血を流すとき我らは喜ぶ｡

家畜が死ぬときには,我らが動き回る

それなら王侯が滅ぶときには,'何をする?

といった内容の歌をまず二曲歌い,さらに例のウィッチ･

ダンスまで踊るのである｡

また例の ｢おいで,おいで｣の歌がダヴェナントの改

作で歌われる三幕八場を見ると,その ト書きには ｢磯戒

が下りて(る(Machinedescends)｣(19121)とあ-り,

歌と合わせてへカテ-のところへ,どうやら宙乗りのた

めの ｢機械｣(machine)が天井から降りてくるようだ｡

これはまさにミドル トンの 『魔女』の空中浮遊をさらに

大仕掛け､にした趣向と言って良いだろう｡ その上ダヴェ
/

ナントは,原作では ｢おいで,おいで｣の歌と離れて配

置されている ｢黒い妖精,云々｣の歌をその直後の四幕

-場に移動し,二つの場面を連続させる.といった構成上

の工夫もしている｡宮廷仮面劇の可動式の背景をいち早

く大衆劇場に取り入れたり,英国で始めて女優を舞台に

起用するなど,,演劇の持つスペクタクル性を追求するこ

とに積極的な劇作家ダヴェナントの面目躍如 (?)とい
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うところだろうか｡11しかも,シェ､イクスピアの 『マク

ベス』を見慣れた私たちの目からはむしろ滑鹿にも見え

るこうした改作の方向性が,少なくとも同時代の芝居愛

好家には,大いに支持されていたようなのである｡ 例え

ば丹念な日記によって,同時代の貴重な記録を残 してく

れた大の芝居好きサミュエル ･ピーブスは

FromhencetotheDuke'shouse,andtheresawMackbeth

mostexcellentlyacted,andamostexcellentplayforvari-

ety. (December28,1666)12ど

そこから公爵劇場へ行き,そこで 『マクベス』を見た｡

実に優れた上演で,ヴァラエティにかけては,実に

良い芝居だった｡ ･(1666年12月28日)

あるいは

Here[theDuke'shouse]wesaw"Macbeth."which,though

Ihaveseenitoften,yetisitoneofthebestplaysfora

stage,andvarietyofdanclngandmusique,thateverIsaw.

(April19,1667)13

/

ここ[公爵劇場]で私たちは 『マクベス』を見た｡

何度も見ているが,いろいろな踊りや音楽もあり,

私が見たなかで最も上演向きの芝居の一つだ｡

(1667年4月19日')

といった観劇記録を残している｡つまり歌って踊るウィッ

チたちのヴァラエティ･ショウこそが,ピーブスが 『マ

クベス』でもっとも高 く評価するもの,つまりおそらく

はこの時代の噂好にあったものだったのだ｡

さらにオリジナルのウィッチ像の ｢脅晩｣を結果的に

弱めることになったのは,劇中人物を実在の人物に ｢見

立てる｣(apply)というこの時代の演劇に顕著な趣向

の影響も大きいだろう｡14 ダヴェナントの改変箇所の大

半は,実はこの趣向のためのものなのである｡ たとえば

マクベスの最後の台詞 ｢さらば,虚飾の現世よ,なかで

も最 もむなししこのは野望だ｡ (Far占wellvainworld,

andwhat'smostvaininitAmbition.)｣(Ⅴ.vii.83)

がそのよい例だが,これはもちろん単なる教訓的意図か

ら補足されたのではなく,マクベス即ちク占ムウェルと

いうこの劇の ｢見立て｣を明瞭に提示するための書き換

えなのである｡同様にこの改作劇では,ダンカンは善良

な王チャールズⅠ世であり,マクダフは王政復古の立て

役者マンク将軍,マルコムは新王チャールズ二世 (フリ

ーアンスに至っては,あろうことかキ ャバリエの一人と

して亡命先のフランス (!!)･から駆けつけてくる)といっ;

た緊密な ｢対応関係｣(parallel)が設定されている｡

だが,こうした趣向を強調すればするほど,その枠組み

から外れたウィッチたちが,原作において有 していた劇
∫

を統括する根元的な力を失ってしまうことは,理の当然

だろう｡ そしておそらく,だからこそ歌い踊る役割 しか

残されていないダヴェナントのウィッチたちは,羊の改

作劇を原作の ｢きれいは汚い,汚いはきれい (fairis

foul,foulisfair)｣(I.iL.ll)というこの悲劇に混沌を召

喚するシンボリックな台詞ではなく,｢私たちにとって

は良い天気は悪い天気,悪 い天気は良い天気｣(Tous

fairWeather'sfoule&fouleisfaire)(Ⅰ.i.ll) という

凡庸で説明的な台詞で始めざるを得ないのである｡

また,こうした改変の方向性に対応 して女性表象にも

変化が見られる｡ 最大の変更点は,マクダフ夫人の役割

の拡大だろう｡ オリジナルのマクダフ夫人はウィッチ的

女性表象であるマクベス夫人の引き立て役の普通の女性

として,わずか｢場面に登場するにすぎない｡ところが,

ダヴェナント版では,マクダフ夫人は女性的美徳を体現

するヰ ヤラクタ-として,劇中の役割が飛躍的に増 して

いるのである｡もちろん,これが邪悪なマクベス夫人と

の対比のためということならば,その表象戦略はミドル

トンに類似してい畠といえるかもしれない .Jっまり ｢魔

女的な女性 対 無垢の女性｣というあの図式である｡ し

かしダヴェナントのテクストを仔細に見ていくならば,

実はこの改変の主たる目的は,こうした対立項を強調す

ることにあるのではなく,やはりこの劇の政治的寓意を

明確化するためであることが明らかになってく'るのだ｡

たとえばマクダフ夫人が夫に対 し

…IftheThrone

WasbyMacbethillgain'dHeavensJusticemay

WithoutyourswordsufficientY･engeancepay

Usurperesliveshavebutashortextent

NothingliveslonginastrangeElement.(ⅠⅠⅠ.ll.10-15)

･･･もし王位を

マクベスが邪に得たのなら,天の正義が

あなたが剣を取らずとも十分な復啓を行うでしょう｡

慕奪者の命が続くのは短い間のこと,

誰も身に合わぬ住処で長くは生きられぬもの｡

と,マクベスを批判 しつつ,その暴政を ｢忍耐｣という

女性的美徳によって忍ぶことを提案するとき,王政復古

直後に, しかも前述の緊密な ｢見立て｣に従ってこの改

作劇を見ている観客にとって,この台詞は,おそらく纂

奪者マクベス-クロムウェルに抵抗 しなかったこと,そ

して正統なる王を見捨てたことへの弁明と響き,観客の
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罪の意識を和 らげる効果す ら持 っていたのではなかろう

か｡

一方,一旦は夫を支持 した′マクベス夫人 もまた最終的

にはマクベスの王位纂奪を批判 し,彼に対 して

かり,小野 俊太郎)他諸氏には,この場を散りて感謝し京 ､｡

Youmayinpeaceresigntheill一gainedCrown

Whyshou一dyoulabourstilltobeunjust

Therehasbeentoomuchbloodallreadyspilt

MakenottheSubjectsVictimstoyourguilt.

(ⅠV.iv.54-57)

あなたは邪に得た王冠を平和裡に譲り渡せるのに

何故尚も難儀をしてまで不正を続けられるのですか｡

すでに十分すぎるほどの血が流されました｡

臣下をあなたの罪の犠牲にしてはなりません｡

と勧告するに至る｡ つまり,善良な女性マクダフ夫人 も

邪悪な女性マクベス夫人 も,その語るところは,実はお

しなべて纂奪者マクベス-クロムウェルへの批判であり,

そこにこめられているのはト共和制時代を内乱の悪夢と

して表象することで無力化 し,王政復古を言祝 ぐという
､

政治的メッセージなのである｡

さて, こうしてみて くると,十七世紀初頭のシェイク

スピアや ミドル トンにおいては,劇の組み立ての軸をな

していた禍々しいウィッチあるいはウィッチ的女性表象

が,約半世紀経 ったダヴェナントにおいては,単なる舞

台の書 き割 り,あるいはせいぜいが政治的メッセージの

代読者 といった役割にしか過 ぎなくなっていることは明

らかだろう｡ もちろん王政復古期において も,｢脅威｣

として措定された他者に目に見える身体を与え,見世物

にし,その邪悪な棟を抜 くために,演劇というメディア

が果たす役割に大 きな変化があったとは思われない｡た

だ要は, この ｢魔物｣ として ｢ウィッチ｣や ｢ウィッチ

的な女性｣ではなく,｢内乱の記憶｣ が選 び取 ら.れたと

いうこと,それが王政復古期の演劇の大きな特徴だろう｡

そして, この大 きなコー ド･シフトのなかで,ウィッチ

表象の行方が, この内乱 という魔物のいわば引き立て役

にたどり着 くことになるのは,おそらく見やすい道理で

はなかろうか｡

* 本宿は第40回日本シェイクスピア学会 (2001年 於九州大

学)のセミナー ｢英国ルネッサンス.演劇における女の表象 -

娼婦,ウィッチ,母,寡婦｣の発表原稿に,加筆訂正を加えた

ものである｡貴重な助言をいただいたセミナー･メンバー (栄
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ス表象文化アーカイヴ 1』(ありな書房,2001年)95-128頁

とは姉妹編の関係にある｡詳しくは前掲論文を参照されたい｡

2引用はNew CambridgeShakespeareSeriesよりA.R.

Braunmuller(ed.),Macbeth(CambridgeUP,1997)の行数

に従った｡また邦語訳は松岡和子訳 『マクベス』(ちくま書房,

1997年)から借用させていただいた｡

3このウィッチ裁判については,詳しくは拙稿 ｢ウィッチとい

う脅威/驚異｣108-118頁を参照せよ｡

4 『マクベス』におけるウィッチの脅威という問題を考える手

がかりとしては,Terry･Eagletonの William Shakespeare

(BasilBlackwell,1987),ト17が,小冊子ながら抜群に切れ

味のよい議論を展開しそおり参考になる｡ヽ

5ミドルトンのジャンル変容の技法については,拙稿 ｢ジャン

ルの不連続性とアイロニー - T.ミドル トンのシティ･コメ

ディをめぐる一考察｣『秋田大学総合基礎教育研究紀要』第.3
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